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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　時間経過に伴う列車の移動を時間方向の軸と路線方向の軸による平面上に線図で表す列
車スジ画面を表示する表示部と、
　障害を回避して列車を運行するための障害回避運転の種別である障害回避運転種別と前
記列車スジ画面において障害回避運転を適用する時間帯である障害回避運転時間帯と障害
回避運転を適用する範囲である障害回避運転範囲が指定されると、前記障害回避運転時間
帯および前記障害回避運転範囲に前記障害回避運転種別の運行形態で列車を運行するよう
に列車運行計画を立案し、該列車運行計画に基づく列車ダイヤを前記列車スジ画面に表示
させる処理部と、を有し、
　前記障害回避運転種別として、ひとつの線路に時間を分けて双方向の列車を走行させる
片線双方向運転が指定されると、
　前記処理部は、
　前記列車スジ画面において、前記路線方向における前記障害回避運転範囲と、前記時間
方向における前記障害回避運転時間帯とで囲まれる矩形領域を指定矩形領域として他の領
域と区別可能に表示し、
　指定された前記障害回避運転範囲を、該障害回避運転範囲を含み前記ひとつの線路とも
う一方の線路の間に渡り線が存在する駅を両端とする範囲に補正し、
　立案した前記列車運行計画において、前記障害回避運転時間帯の終了する時刻に本来の
方向とは逆方向に走行する列車があれば、該列車が前記障害回避運転範囲の端駅に到着す
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るまでを前記障害回避運転時間帯とするよう補正する、
運行管理システム。
【請求項２】
　前記列車スジ画面上に斜めの軌跡を描くと、該軌跡の始点と終点を結ぶ直線を対角線と
する矩形領域が前記指定矩形領域として指定される、
請求項１に記載の運行管理システム。
【請求項３】
　前記処理部は、前記障害回避運転範囲と前記障害回避運転時間帯の両方または一方を補
正すると、前記列車スジ画面における前記指定矩形領域の表示を補正する、
請求項１または２に記載の運行管理システム。
【請求項４】
　前記障害と前記障害回避運転とが互いに関連づけられており、該障害が回復した旨が入
力されると該障害回避運転を解除するか否かの確認を促し、該障害回避運転の解除が入力
されると前記障害回避運転を解除する、
請求項１から３のいずれか一項に記載の運行管理システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、鉄道における列車の運行を管理する運行管理システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　鉄道の列車運行では、運行中の列車の故障や事故により輸送障害が発生すると、当初の
運行計画が乱れる場合がある。このような場合、列車の運行を管理する指令員は、列車運
行管理システムに対してダイヤ変更あるいは進路手動制御等を入力し、輸送障害からの復
旧を目指す。
【０００３】
　特許文献１では、指令員の判断を支援する情報を豊富に提供することができ、かつ操作
性の良い計画修正システムを提供するための技術が開示されている。特許文献１には「運
行状況を表示する処理と、運行状況を予測する処理と、予測結果をチェックする処理と、
チェック結果を表示する処理と、回復計画を提案する処理を設け、運行状況を表示する場
合には、指令員の要求により運行計画、運行実績、運行予想を重ね合わせて表示したり別
々に表示したりする表示モードを選択可能で、運行状況を予測する場合においては、複数
の予測戦略の中から指令員が状況に適した予測戦略を選択可能で、予測のチェック結果を
支障マークや自動提案マークとして表示し、表示された支障マークや自動提案マークをマ
ウスでピックすることによりマークの内容説明や回復計画の提案を行なう」と記載されて
いる（段落０００５参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平６－７２３３３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　列車の運行形態のパターンには（以下「運転パターン」という）には様々なものがある
。例えば、運転経路変更あるいは特定番線使用禁止等がある。更に、運転経路変更には、
例えば、片側の路線に上りと下りの列車を走行させる片線双方向運転が含まれる。
【０００６】
　上記輸送障害の通知を受けて列車の運行計画を変更する運転整理においては、発生して
いる輸送障害を回避するような運転パターンを実施する場合がある（以下、この輸送障害
を回避する運転パターンのことを障害回避運転と呼ぶこととする）。
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【０００７】
　障害回避運転において、指令員は、複雑に影響しあう各列車の運行を変更したり、設定
したりなど煩雑な作業を強いられる。
【０００８】
　しかしながら、上記の特許文献１には、そのような指令員による障害回復運転を実施す
る操作を支援する具体的機能について何ら記載されていない。例えば、障害回復運転のた
めにどのような情報を指令員に提供するかについて特許文献１には何ら記載されていない
。
【０００９】
　本発明の目的は、指令員が障害の回避を実施する操作を良好に支援する技術課を提供す
ることである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の一つの態様に従う運行管理システムは、時間経過に伴う列車の移動を時間方向
の軸と路線方向の軸による平面上に線図で表す列車スジ画面を表示する表示部と、障害を
回避して列車を運行するための障害回避運転の種別である障害回避運転種別と前記列車ス
ジ画面において障害回避運転を適用する時間帯である障害回避運転時間帯と障害回避運転
を適用する範囲である障害回避運転範囲が指定されると、前記障害回避運転時間帯および
前記障害回避運転範囲に前記障害回避運転種別の運行形態で列車を運行するように列車運
行計画を立案し、該列車運行計画に基づく列車ダイヤを前記列車スジ画面に表示させる処
理部と、を有している。
【００１１】
　本発明の他の態様に従う運行管理システムは、線路上の現在時刻の列車の在線位置を表
す在線画面を表示する表示部と、前記線路上に障害が発生すると、該障害が発生している
位置である障害発生位置の前方の次の駅と、前記障害発生位置から前記路線を遡って、前
記障害発生位置に向かう列車を逆方向に折り返させることが可能な駅までを警告対象駅と
し、前記警告対象駅を前記在線画面に表示する処理部と、を有している。
【００１２】
　本発明の更に他の態様に従う運行管理システムは、各番線について方向および用途を定
めた情報である仮想番線と、各番線を物理的に示す物理番線とを対応づけた番線割り当て
管理情報を保持する記憶部と、前記仮想番線に対応づけられた物理番線を該仮想番線の方
向および用途で用いるように列車運行計画を立案する処理部と、を有している。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、指令員が障害の回避を実施するための操作を良好に支援することがで
きる。指令員による障害の回避を実施するための操作が円滑に行われることにより、障害
発生を起因とした輸送上の混乱拡大を最小限に抑えることができ、列車の定時運行率を向
上させ、運転見合わせによる収益減少等の損失を抑えることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本実施形態による運行管理システムの概略ブロック図である。
【図２】運行管理システムの機能構成を示すブロック図である。
【図３】本実施例における列車運行計画の一例を示すテーブルである。
【図４】本実施例における障害情報の一例を示すテーブルである。
【図５Ａ】障害発生時の在線画面の表示例を示す図である。
【図５Ｂ】列車スジ画面上での障害による影響範囲の表示例を示す図である。
【図５Ｃ】障害による影響を受ける範囲を特定する処理を示すフローチャートである。
【図５Ｄ】注意対象範囲を特定する処理を示すフローチャートである。
【図５Ｅ】障害が発生したときの列車スジ画面の一例を示す図である。
【図５Ｆ】障害情報に対してサブイベントを追加した場合の列車スジ画面の一例を示す図
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である。
【図６Ａ】片線双方向運転を行う区間と時間帯を指令員が指定したときの列車スジ画面の
表示例を示す図である。
【図６Ｂ】障害回避運転時間帯および障害回避運転範囲の補正の様子を示す図である。
【図６Ｃ】障害回避運転時間帯および障害回避運転範囲を補正する方法の一例について説
明するための図である。
【図７Ａ】指令員が指定した障害回避運転範囲および障害回避運転時間帯に片線双方向運
転を行うという列車運行計画を示す列車スジ画面の表示を示す図である。
【図７Ｂ】障害回避運転時間帯を修正した列車運行計画を示す列車スジ画面の表示を示す
図である。
【図７Ｃ】片線双方向運転を適用した列車運行計画を立案する方法について説明するため
の図である。
【図７Ｄ】障害回避運転を終了する時刻を決定する処理を示すフローチャートである。
【図８Ａ】指令員が障害の回復を入力するときの画面表示の一例を示す図である。
【図８Ｂ】列車スジ画面１３から障害回避運転を終了するか否かを指令員に問い合わせる
画面の表示例を示す図である。
【図９Ａ】片線双方向運転から通常運転に戻すときの列車運行計画による列車ダイヤを示
す図である。
【図９Ｂ】片線双方向運転から通常運転に戻すときの他の列車運行計画について説明する
ための図である。
【図９Ｃ】片線双方向運転から通常運転に戻すときの他の列車運行計画について説明する
ための図である。
【図１０Ａ】ある駅で列車が故障したときの在線画面の表示例を示す図である。
【図１０Ｂ】番線の割当てを管理するためのテーブルを示す図である。
【図１０Ｃ】仮想番線と物理番線を用いた列車ダイヤ情報の一例を示す図である。
【図１１】下り通過列車の運転経路を、在線画面１２の線形図上でのマウスのドラッグ等
によって指定する様子を示す図である。
【図１２】障害発生に関連してシステム上でやり取りされる様々な情報をテキストで時系
列に表示した例を示す図である。
【図１３Ａ】フィルタリングの条件として、時間、発信者、情報の分類を規定する画面表
示の一例を示す図である。
【図１３Ｂ】フィルタリングにおいて、情報の分類をボタン操作で選択可能とした画面表
示の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本発明による列車運行管理システムの実施形態の概略を説明する。
【００１６】
　図１は、本実施形態による運行管理システムの概略ブロック図である。運行管理システ
ム１０は、ＨＭＩ（Ｈｕｍａｎ　Ｍａｃｈｉｎｅ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）１１、ダイヤ管
理装置１４、進路制御装置１５、障害情報管理装置１６、運転整理装置１７、およびネッ
トワーク１８を有している。運行管理システム１０は現場システム２０を介して現場設備
３０と接続される。現場システム２０は、現場側に配置されたシステムであり、運行管理
システム１０と連携して現場設備３０を監視したり、制御したりする。現場設備３０は、
転てつ器、信号機、軌道回路等、現場で列車運行に利用される各種設備である。
【００１７】
　ＨＭＩ１１は、指令員に対する表示および指令員の操作の受け付けを行うインタフェー
スであり、列車の運行状況をリアルタイムで表示するとともに、列車運行計画の変更を受
付け、関係装置に対して受け付けた変更要求を伝達する。ＨＭＩ１１は、一例として２つ
の表示装置を備えた端末装置であり、在線画面１２と列車スジ画面という２つの画面をそ
れぞれの表示装置に表示する。在線画面１２は線形図を用いて現在の列車位置を表示する
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。列車スジ画面１３は、ダイヤグラムを用いて、将来の列車運行計画と、過去の列車運行
実績を表示する。列車運行計画および列車運行実績は、時間経過に伴う列車の移動を表わ
した線図で表示される。
【００１８】
　ダイヤ管理装置１４は、付随する記憶部１４ａに、予め作成された列車運行計画のデー
タを保持する。ダイヤ管理装置１４は、列車運行の最中に列車運行計画の変更が要求され
ると、その要求に基づくダイヤ変更計画を運転整理装置１７から受信し、受信したデータ
をもとに記憶部１４ａの保持する列車運行計画のデータを更新する。ダイヤ管理装置１４
は、列車運行計画のデータを必要に応じて他の装置へ提供する。また、ダイヤ管理装置１
４は、列車の走行実績の情報を現場設備３０から受け付けて格納する。
【００１９】
　進路制御装置１５は、付随する記憶部１５ａに。設備状態情報および列車位置情報など
進路制御に関する情報を記録する。進路制御装置１５は、ダイヤ管理装置１４から受け取
った列車運行計画をもとに、現場システム２０に対して、列車の進路の構成あるいは復位
といった制御を行うよう指示する。なお、この指示を受け取った現場システム２０は、指
示された進路の構成あるいは復位を実現するため、信号機および転てつ器など現場設備３
０の制御を行う。
【００２０】
　障害情報管理装置１６は、付随する記憶部１６ａに障害情報および線形情報など障害の
管理に関する情報を記録する。障害情報管理装置１６は、列車運行に関わる障害の情報で
ある障害情報を管理する。障害情報には、現場システム２０から自動的にもたらされるも
のと、列車運行管理に関わる関係装置間の情報の送受信によりもたらされるものがある。
【００２１】
　運転整理装置１７は、付随する記憶部１７ａに、ダイヤ作成の基準となる定数などの情
報を格納している。運転整理装置１７は、列車運行計画の変更が必要になったとき、ＨＭ
Ｉ１１からの操作に基づき新たな列車運行計画を作成する。運転整理装置１７は、作成し
た新たな列車運行計画をダイヤ管理装置１４に送信し、ダイヤ管理装置１４の持つ列車運
行計画を更新させる。
【００２２】
　また、運転整理装置１７は、現在の運行状況をもとに、今後の列車の運行状況を予測す
ることができる。
【００２３】
　また、運転整理装置１７は、作成した新たな列車運行計画を、ダイヤ管理装置１４に送
信して実際の列車運行計画のデータを更新させる前にＨＭＩ１１に表示させ、指令員に事
前のチェックを促すことができる。
【００２４】
　ここでは、ダイヤ管理装置１４、進路制御装置１５、障害情報管理装置１６、および運
転整理装置１７がそれぞれ物理的に別個に実現される例を示したが、本例に限定されるこ
とはない。それらは機能的に実現されていればよく物理構成は特に問わない。他の例とし
て、それら全てが１つのコンピュータ上に実現されてもよいし、複数のコンピュータに分
散して実現されてもよい。
【００２５】
　図２は、運行管理システムの機能構成を示すブロック図である。運行管理システム１０
は表示部１０Ａ、処理部１０Ｂ、記憶部１０Ｃ、および操作部１０Ｄを有している。表示
部１０Ａおよび操作部１０Ｄは図１のＨＭＩ１１に対応し、処理部１０Ｂは図１のダイヤ
管理装置１４、進路制御装置１５、障害情報管理装置１６、および運転整理装置１７に対
応し、記憶部１０Ｃは記憶部１４ａ、１５ａ、１６ａ、１７ａに対応する。
【００２６】
　表示部１０Ａは、時間経過に伴う列車の移動を時間方向の軸と路線方向の軸による平面
上に線図で表す列車スジ画面を表示する。処理部１０Ｂは、障害を回避して列車を運行す
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るための障害回避運転の種別である障害回避運転種別と障害回避運転を適用する時間帯で
ある障害回避運転時間帯と障害回避運転を適用する範囲である障害回避運転範囲が指定さ
れると、その障害回避運転時間帯および障害回避運転範囲にその障害回避運転種別の運行
形態で列車を運行するように列車運行計画を立案し、その列車運行計画に基づく列車ダイ
ヤを列車スジ画面に表示させる。これによれば、指令員は障害回避運転種別と障害回避運
転時間帯と障害回避運転範囲を指定すれば、運行管理システムがその時間帯にその範囲に
その運行形態の障害回避運転を適用する列車運行計画を自動的に立案するので、所定の運
行形態を適用する操作を容易化し、指令員を支援することができる。例えば障害回避運転
種別について、指令員は片線双方向運転というような種別を入力するだけでよく、片線双
方向運転を実現するために個々の列車の運行を個々に設定するというような煩雑な操作が
必要ない。復旧のための複雑な操作によって対処の遅れや対処の誤りが生じ、列車が駅以
外の場所に立ち往生して列車内に閉じ込められるといった事態を低減することができる。
また、複雑な障害回避運転を容易に実行できるので、従来であれば運転見合わせとなって
しまっていたような場合にも列車の運行を継続できる可能性が高まる。なお、列車ダイヤ
のうち将来を予測した部分は予測ダイヤと呼ばれる。過去から現在までの列車ダイヤは実
際の列車運行の実績があるので、運行管理システム１０は予測ダイヤの部分を生成する。
【００２７】
　その際、処理部１０Ｂは、障害回避運転時間帯及び障害回避運転範囲の列車運行計画を
、障害回避運転時間帯の前段の時間帯における列車の運行に整合するように立案し、障害
回避運転時間帯の後段の時間帯の列車運行計画を障害回避運転時間帯における列車運行計
画に整合するように立案する。これにより、障害回避運転時間帯の列車の運行がその前後
の時間帯と整合するように自動的に列車運行計画が立案されるので、指令員は障害回避運
転時間帯と障害回避運転範囲と障害回避運転種別を指示するだけで前後と整合がとれた列
車運行計画を容易に立案することができる。
【００２８】
　一例として、障害回避運転種別は、ひとつの路線に時間を分けて双方向の列車を走行さ
せる片線双方向運転であるとすると、処理部１０Ｂは、その障害回避運転範囲に基づいて
、片線双方向運転を行う区間を両端の第１端駅および第２端駅で規定した片線双方向運転
区間を定め、第１端駅から片線双方向運転区間に列車（第１列車）を進入させたら、第２
端駅に到着した他の列車（第２列車）を待たせておき第１列車が第２端駅に到着した後に
片線双方向運転区間に第２列車を進入させるように列車運行計画を立案する。これによれ
ば、ひとつの路線に双方向の列車を走行させる列車運行計画を運行管理システム１０によ
り立案できるので、障害が発生したときに、指令員は容易な作業により片線双方向運転を
設定し、双方向の列車の運行を継続させることができる。
【００２９】
　また、処理部１０Ｂは、障害回避運転時間帯と障害回避運転範囲と障害回避運転種別が
指定されると、その障害回避運転範囲を、その障害回避運転範囲を含みその障害回避運転
種別の列車運行が適用可能な領域に補正する。指令員が指定した障害回避運転範囲と障害
回避運転種別が、設備の構成などにおいて矛盾の無いように自動補正されるので、指令員
は適切な障害回避運転を容易に適用することができる。
【００３０】
　また、障害回避運転種別として片線双方向運転を行う場合、処理部１０Ｂは、指定され
た障害回避運転範囲を、その障害回避運転範囲を含み、一方の線路ともう一方の線路の間
に渡り線が存在する駅を両端とする範囲に補正する。これにより、指令員が指定した障害
回避運転範囲を、片線双方向運転が可能な範囲となるように自動補正するので、指令員は
容易に適切な設定を行うことができる。
【００３１】
　またその場合、処理部１０Ｂは、立案した列車運行計画において、その障害回避運転時
間帯の終了する時刻に本来の方向とは逆方向に走行する列車があれば、その列車が障害回
避運転範囲の端駅に到着するまでを障害回避運転時間帯とするよう補正する。これによれ
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ば、指令員が指定した障害回避運転時間帯を片線双方向運転に合うように自動補正するの
で、指令員は片線双方向運転に適切な障害回避運転時間帯の設定が容易に可能である。
【００３２】
　また他の観点によれば、本実施例の運行管理システム１０では、表示部１０Ａは、線路
上の現在時刻における列車の在線位置を表す在線画面１２を表示する。処理部１０Ｂは、
線路上に障害が発生すると、その障害が発生している位置である障害発生位置の前方の駅
と、障害発生位置から路線を遡って、障害発生位置に向かう列車を逆方向に折り返させる
ことが可能な駅までを警告対象駅とし、警告対象駅を在線画面に表示する。これによれば
、障害が発生したとき、列車が進入すると折り返しができなくなってしまう範囲にある駅
が警告対象駅として在線画面に表示されるので、指令員は障害発生時に折り返しができな
い列車が生じないような運転整理を容易に行うことができる。通常、この警告対象駅は列
車の進行を直ちに止めるべき駅とされる。指令員は警告対象駅の表示に基づいて抑止の操
作を行なえば、抑止のし忘れにより列車が機外停止する、折返しできない区間に列車が滞
留して部分的な運行再開すらできなくなる、等の事態を防ぐことができる。
【００３３】
　また、処理部１０Ｂは、いずれかの警告対象駅の後方駅となっている駅を注意対象駅と
し、注意対象駅を在線画面１２に表示する。これにより、直ちに列車の進行を停止する必
要はないが、障害が発生している場所の直ぐ横を通過することとなる障害発生位置の逆方
向の路線と、前方の駅に進行できない列車が存在するために列車が進行できなくなる恐れ
のある駅とを注意対象駅として表示することができる。このような注意対象駅を設定する
ことで、将来的に発生しうる混乱を未然に防ぐことができ、ダイヤ平復に要する時間を短
縮することに繋がる。なお、上述のような警告対象駅や注意対象駅の表示は、在線画面１
２上だけでなく、列車スジ画面１３上で行ってもよい。
【００３４】
　また更に他の観点によれば、本実施例の運行管理システム１０では、記憶部１０Ｃは、
各番線について方向および用途を定めた情報である仮想番線と、各番線を物理的に示す物
理番線とを対応づけた番線割り当て管理情報を保持する。処理部１０Ｂは、仮想番線に対
応づけられた物理番線をその仮想番線の方向および用途で用いるように列車運行計画を立
案する。これによれば、指令員は、方向および用途を定めた仮想番線に対して物理番線を
割り当てることで、番線を適切に割り当てた列車運行計画を容易に立案することができる
。また、仮想番線に対応する物理番線を設定することにより、列車運行計画に含まれる全
ての列車について使用する番線を一括で設定することができる。このような一括での設定
により、指令員がシステムに対して変更データの入力を行う時間を短縮し、番線設定変更
の後に続く他の指令業務に迅速に取り掛かることで、輸送障害からの復旧時間短縮が期待
できる。
【００３５】
　また、表示部１０Ａは、番線割り当て管理情報を表示する。操作部１０Ｄは、操作入力
による番線割り当て管理情報の設定を可能にする。処理部１０Ｂは、列車運行計画に設定
された列車が使用する物理番線が個別に設定されると、その個別に設定された物理番線を
仮想番線よりも優先して列車運行計画を立案し、表示部１０Ａさせる。これにより、指令
員は列車運行計画の各列車が使用する物理番線を個別に設定できるので、仮想番線による
一括設定と、物理番線による個別設定で容易かつ柔軟に設定することができる。
【００３６】
　また、操作部１０Ｄにより、列車運行計画に設定された列車に対して個別に物理番線が
設定されると、処理部１０Ｂは、仮想番線による設定と、物理番線による設定とが整合し
ているか否か判定する。これによれば、指令員が矛盾する設定を入力してしまっても、運
行管理システム１０がそれを検出するので、番線設定に矛盾を含んだ運行管理計画が立案
されてしまうのを防止することができる。これにより、列車運行計画の設定のとおりに進
路を構成して、計画通りの列車運行を実現することができる。
【００３７】
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　また、処理部１０Ｂは、表示部１０Ａに、各駅の各番線を含む路線の構成を線図で表示
させ、操作部１０Ｄへの操作に基づいて、指定された走行パターンの列車の通る番線を設
定し、表示部１０Ａに、指定された列車の通る番線を表示させる。これによれば、指令員
は各駅において使用する番線を、列車の走行パターン毎にまとめて設定することができ、
指令業務の迅速化による輸送障害からの復旧時間短縮が期待できる。
【００３８】
　以下、より具体的な実施例について図面を参照して詳細に説明する。
【実施例】
【００３９】
　本実施例による運行管理システムの構成は図１、図２に示したものと同様である。
【００４０】
　図３は、本実施例における列車運行計画の一例を示すテーブルである。図３の列車運行
計画は、ある路線を走行するある１つの列車について、駅への到着時刻、駅からの出発時
刻、駅での利用番線、および走行線路（方向）を記録したダイヤ情報である。ある駅に対
応づけて記載されている走行線路は、その駅を出発した後、次の駅に到着するまで走行す
る線路を表す。利用番線の欄は、仮想的に定めた番線（仮想番線）の名称が記載されてい
る。仮想番線については後述する。
【００４１】
　図３の例では、列車は、始発駅であるＡ駅の下り１番線を７：１５：００に出発して下
り線を走行し、Ｂ駅の下り通過線を７：２６：３０に通過し、Ｃ駅の下り１番線を７：２
９：４５に通過し、Ｄ駅の上り１番線に７：３４：００に到着する。そして、列車は、Ｄ
駅を７：３４：４５に出発して上り線を走行し、Ｅ駅の上り通過線を７：４０：００に通
過し、Ｆ駅の上り２番線に７：４５：００に到着する。更に、列車は、Ｆ駅を７：４５：
００に出発してＧ駅の下り１番線に７：５０：１５に到着し、７：５１：００に出発して
下り線を走行し、終着駅であるＨ駅の下り１番線に７：５８：３０に到着する。
【００４２】
　図４は、本実施例における障害情報の一例を示すテーブルである。例えば、ある障害の
イベントが発生すると、図１に示した障害情報管理装置１６は、その障害にイベントＩＤ
を割り当て、障害の内容、発生箇所、発生時刻を記憶部１６ａにある本テーブルに記録す
る。また、その障害に伴って他のイベントが発生した場合、障害情報管理装置１６は、サ
ブイベントとして本テーブルに記録する。障害情報管理装置の１６は、発生したサブイベ
ントにサブイベントＩＤを割り当て、イベントの内容および発生時刻をテーブルに記録す
る。
【００４３】
　図４には、列車番号１Ａの車両が故障し、その障害がイベントＩＤ＝５のイベントとし
て障害情報を記録するテーブルに記載された例が示されている。車両故障は、下り線の駅
Ｂから４．５ｋｍの地点で発生している。車両の故障が発生したのは７：５０である。そ
の車両故障に伴って、状況確認・報告が８：００に行われ、応急処置が８：０５に開始さ
れ、障害の復旧は９：００と見込まれている。
【００４４】
　図５Ａは、障害発生時の在線画面の表示例を示す図である。図５Ａには、駅Ｂと駅Ｃの
中間を走行していた列車１Ａに故障が発生した場合の在線画面１２の表示例が示されてい
る。図５Ａを参照すると、線形図の障害発生位置に、内部に×が記載された円のアイコン
が表示されている。列車１Ａの故障という障害の情報が入力されると、障害情報管理装置
１６は、列車１Ａの故障による影響が及ぶ範囲を自動的に抽出し、在線画面１２に表示し
ている。
【００４５】
　図５Ａを参照すると、図中の右方向に向かう上り線では、駅Ａと駅Ｂと駅Ｃが警告対象
駅であり、それが破線の矢印で示されている。また、上り線において駅Ａの手前の駅は注
意対象駅であり、それが一点鎖線の矢印で示されている。下り線では、駅Ｂと駅Ｃと駅Ｄ
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が注意対象駅であり、それが一点鎖線の矢印で示されている。
【００４６】
　上り線の駅Ｂについて、列車１Ａの後続列車は、駅Ｂを出発してしまうと、列車１Ａが
障害となって立ち往生することになる。そのため、駅Ｂから駅Ｃへ向かう列車を出発させ
るべきではない。また、ここでは駅Ｂには折返しのための設備がないと仮定すると、列車
１Ａの後続列車が駅Ａを出発した場合、同様に立ち往生となる可能性が高い。そのため、
駅Ａから駅Ｂへ向かう列車についても出発させるべきではない。このように、障害発生位
置と線形図の情報とを組み合わせることで、列車の出発を抑止すべき駅の範囲が特定でき
、部分的な運行再開を迅速に行えるような状態で列車を抑止することができる。処理の詳
細は図５Ｃを用いて説明する。
【００４７】
　図５Ｂは、上述のような警告対象駅や注意対象駅の特定状況の、列車スジ画面上への表
示例を示す図である。列車スジ画面上で、図５Ａと同様に、障害が発生した位置と時刻に
対応する点に内部に×が記載された円のアイコンが表示されている。また、図５Ａにおけ
る破線矢印に対応する路線上の区間と対応するスジ画面上の領域５０、および図５Ａにお
ける一点鎖線矢印に対応する路線上の区間と対応するスジ画面上の領域５１に対して、そ
れぞれ異なるパターンのハッチングを行うことによって、これらの領域を列車スジ画面上
において可視化する。なお、図５Ｂにおいては、警告対象の範囲と注意対象の範囲をハッ
チングのパターンによって区別しているが、ハッチングのパターンをさらに増やすことで
、上述の区別に加えて、上下線のいずれが対象であるかの区別を与えてもよい。
【００４８】
　図５Ｃは、障害による影響を受ける範囲を特定する処理を示すフローチャートである。
図５Ｃを参照すると、障害情報管理装置１６は、障害が発生すると、列車の進行方向にお
いて、障害発生位置より１つ前方にある駅と、１つ後方にある駅を抽出する（ステップＳ
１０１）。続いて、障害情報管理装置１６は、抽出した駅を警告対象駅に加える（ステッ
プＳ１０２）。
【００４９】
　続いて、障害情報管理装置１６は、ステップＳ１０３～Ｓ１０４の警告対象駅追加ルー
プ処理を実行する。
【００５０】
　警告対象駅追加ループ処理において、障害情報管理装置１６は、最後に追加した進行方
向の後方にある駅は列車の折返しが可能な駅であるか否か判定する（ステップＳ１０３）
。最後に追加したその駅が後続列車を折り返すことができる駅であれば、障害情報管理装
置１６はそのまま処理を終了する。一方、最後に追加した駅が列車の折り返しができない
駅であれば、障害情報管理装置１６は、その最後に追加した駅の後方にある駅を警告対象
駅に加え（ステップＳ１０４）、ステップＳ１０３に戻る。このようにして障害情報管理
装置１６は、全ての警告対象駅を抽出する。
【００５１】
　また、図５Ａにおいて、駅Ｃから駅Ｂに向かう列車は障害発生位置のすぐ横を通過する
ことになるため、減速要求等の何らかの影響が及ぶ可能性がある。このように、列車の出
発を直ちに抑止すべきというような直接的な影響範囲ではないが、減速が要求されるとい
うような２次的な影響が波及する可能性のある範囲を注意対象範囲とする。
【００５２】
　図５Ｄは、注意対象範囲を特定する処理を示すフローチャートである。注意対象範囲を
特定する処理は警告対象駅毎に繰り返し実行される。
【００５３】
　まず、障害情報管理装置１６は処理対象とする警告対象駅を選択する（ステップＳ２０
１）。次に、障害情報管理装置１６は、選択した警告対象駅の上り方向の後方にある駅を
注意対象駅に加える（ステップＳ２０２）。更に、障害情報管理装置１６は、選択した警
告対象駅の下り方向の後方にある駅を注意対象駅に加える（ステップＳ２０３）。
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【００５４】
　図５Ｅは、障害が発生したときの列車スジ画面の一例を示す図である。
【００５５】
　障害が発生し、その情報が入力されると、障害情報管理装置１６は、列車スジ画面１３
に障害情報を表示する。図５Ｅには障害が発生した時点での列車スジ画面１３が例示され
ている。
【００５６】
　現在時刻において駅Ｂと駅Ｃの間にいる列車１Ａが車両故障を起こしていることが分か
る。障害を示すアイコンに対して所定の操作を行うと、障害情報管理装置１６は、その障
害の詳細情報およびその障害に対して取りうるアクションを表示する。所定の操作は、例
えば、クリック、マウスオーバーなどである。障害の詳細情報および障害に対して取りう
るアクションの表示は、例えばポップアップ表示などである。図５Ａの例では、障害の詳
細として、障害発生時刻および障害発生位置が示され、取りうるアクションとして、関係
者と通話、イベント情報編集、障害回避運転が表示されている。なお、障害の詳細と障害
に対し取りうるアクションは、在線画面においてアイコンに所定の操作を行ったときにも
同様に表示されてもよい。
【００５７】
　図５Ｆは、障害情報に対してサブイベントを追加した場合の列車スジ画面の一例を示す
図である。障害を示すアイコンから横に延びる直線が障害発生による影響を示しており、
途中の太い位置は障害に対する応急処置を開始する時刻を表し、右端の端部は復旧見込み
の時刻を表わしている。これにより、この障害が発生したことによりどれだけの影響があ
るのかを可視化することができる。図５Ｆの例では。復旧見込みの部分に所定の操作をす
ると、障害発生時刻と復旧見込み時刻が表示されている。このように、イベント情報やそ
のサブイベント情報を列車スジ画面上に可視化して表示することで、発生しているイベン
トと列車運行との関連を容易に把握することができ、指令員は必要な列車運行計画の変更
を迅速かつ容易に判断することが可能となる。列車運行計画が迅速に変更されることによ
り、輸送障害発生時の運転見合わせ時間が短縮され、各列車は変更後の計画に従って運行
を継続できる。
【００５８】
　次に、障害が発生したとき、指令員が、その障害の影響がある時間帯について影響のあ
る範囲に対して、片側の線路を双方向の列車で交互に使用する片線双方向運転を実施する
場合の一連の処理について説明する。
【００５９】
　ここでは、列車運行計画の変更の一例として、図５Ａに示した状態から、駅Ｂと駅Ｃ間
において、障害の起きていない片側の線路を双方向の列車が交互に通行する片線双方向運
転を行う場合を例示する。
【００６０】
　図６Ａは、片線双方向運転を行う区間と時間帯を指令員が指定したときの列車スジ画面
の表示例を示す図である。
【００６１】
　指令員が、列車スジ画面１３上で、障害を示すアイコンとそのアイコンから右に伸びる
障害の影響を示す線を含むように、片線双方向運転を行う範囲を指定したとする。例えば
、列車スジ画面１３上で斜めに軌跡を描くドラッグをすることで、ドラッグの始点と終点
を結ぶ直線を対角線とする矩形領域を指定することにしてもよい。図６Ａでは、指定され
た矩形の範囲がハッチングで示されている。この選択の操作は例えばマウスのドラッグ等
により行うことができる。
【００６２】
　この操作は障害回避運転時間帯および障害回避運転範囲を指定する操作であり、ハッチ
ングされた部分がその指定された領域を示している。障害回避運転時間帯および障害回避
運転範囲が指定されると、運転整理装置１７は、必要に応じて障害回避運転時間帯および
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障害回避運転範囲を補正し、その領域に対して、指定された障害回避運転種別の障害回避
運転を適用するためのダイヤ変更計画を作成し、ダイヤ管理装置１４に送信する。ここで
は、障害回避運転種別は片線双方向運転である。なお以下では、ダイヤ変更計画の作成に
関わる処理を運転整理装置１７が行うものとして記述するが、実際の機能配置はこれに限
定されることはなく、運行管理システム１０内の他の装置が行ってもよい。
【００６３】
　図６Ｂは、障害回避運転時間帯および障害回避運転範囲の補正の様子を示す図である。
図５Ａに示したように、駅Ｂと駅Ｃの間には渡り線がないため、駅Ｂと駅Ｃを片線双方向
運転の端駅とすることができない。駅Ａと駅Ｄには渡り線があるので、片線双方向運転の
端駅とすることができる。
【００６４】
　そこで、運転整理装置１７は、図６Ｂに示すように、片線双方向運転（障害回避運転の
一種）を適用する領域（障害回避運転時間帯および障害回避運転範囲）を自動的に駅Ａと
駅Ｄを両側の端駅とする範囲に補正する。このような補正をシステム側で判断することで
、指令員は各駅の線路構成を考慮することなく直ちに片線双方向運転の入力を開始するこ
とができ、列車運行計画の変更に要する時間の短縮、すなわち短時間での列車運行再開を
実現することができる。
【００６５】
　図６Ｃは、障害回避運転時間帯および障害回避運転範囲を補正する方法の一例について
説明するための図である。運転整理装置１７は、図６Ｃに示すようなテーブルを予め保持
している。
【００６６】
　図６Ｃのテーブルには、各駅の上り線および下り線において逆線走行が可能か否かを示
している。例えば、駅Ａ、Ｄ、Ｅは、下り線と上り線の両方において逆線走行の始端駅に
も終端駅にもなれる。これは駅Ａ、Ｄ、Ｅに上り線と下り線をつなぐ渡り線が存在するか
らである。一方、駅Ｂ、Ｃは、下り線と上り線の両方において逆線走行の始端駅にも終端
駅にもなれない。
【００６７】
　運転整理装置１７は、駅Ｂと駅Ｃの間で列車が車両故障を起し、片線双方向運転を行う
場合、駅Ｂと駅Ｃを両端駅とする領域が指定されたら、図６Ｃのテーブルを参照して、駅
Ｂおよび駅Ｃを含み片線双方向運転の端駅となれる駅を両端に持つ範囲を特定し、障害回
避運転範囲をその範囲に補正する。
【００６８】
　次に、指定された路線上の区間で、片線双方向運転を実施するときに、新たな列車ダイ
ヤを作成する方法、および片線双方向運転を終了する時刻を設定する方法について説明す
る。その際の列車ダイヤの作成すなわち列車運行計画の立案およびその変更は運転整理装
置１７によって自動的に行われる。
【００６９】
　図７Ａは、指令員が指定した障害回避運転範囲および障害回避運転時間帯に片線双方向
運転を行うという列車運行計画を示す列車スジ画面の表示を示す図である。指令員が指定
した終了希望時刻まで片線双方向運転を行い、その後は通常の運転に戻るという列車運行
計画となっている。
【００７０】
　しかしながら、この列車運行計画は不完全なものである。列車３Ｂは駅Ａと駅Ｄの間で
本来走行する線路とは異なる線路を逆走することになり、すなわち列車３Ｂは列車４Ｅと
同じ線路を走行することになるため、実際には列車３Ｂは駅Ｃと駅Ｄの間で列車４Ｅとす
れ違うことができない。そのため、列車３Ｂが駅Ｄに到着するまで、列車４Ｅは駅Ｄを出
発することができない。
【００７１】
　運転整理装置１７は、片線双方向運転を列車運行計画に適用するとき、自動的に終了時
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刻を補正し、実際の列車の運行に適用可能な列車運行計画を立案する。以下に説明する。
【００７２】
　図７Ｂは、障害回避運転時間帯を修正した列車運行計画を示す列車スジ画面の表示を示
す図である。
【００７３】
　図７Ｃは、片線双方向運転を適用した列車運行計画を立案する方法について説明するた
めの図である。
【００７４】
　ここでは、片線双方向運転を適用する区間は駅Ｐと駅Ｑの間である。つまり障害回避運
転範囲が駅Ｐと駅Ｑの間である。
【００７５】
　運転整理装置１７は、片線双方向運転を適用する区間である駅Ｐと駅Ｑの間に最初に進
入する列車２Ｂについて、この区間の標準的な運転時分ｔ１を用いて駅Ｐへの到着時刻を
求める。次に、運転整理装置１７は、この区間への進入を保留していた列車３Ｃに、駅Ｐ
での列車２Ｂとの進路の交差を考慮して列車２Ｂの駅Ｐへの到着時刻から予め定められた
時間（交差支障時間）ｔ２だけ待った後に、駅Ｐを出発させる。以後同様に、運転整理装
置１７は、列車３Ｃが駅Ｐを出発した時刻から、列車３Ｃの駅Ｐと駅Ｑの間の走行時分ｔ
３と列車３Ｃと列車４Ｃの交差支障時間ｔ４を合計した時間の後に、列車４Ｃに駅Ｑを出
発させる。また、運転整理装置１７は、列車４Ｃが駅Ｑを出発した時刻から、列車４Ｃの
駅Ｐと駅Ｑの間の走行時分ｔ５と列車４Ｃと列車５Ｅの交差支障時間ｔ６の合計時間の後
、列車５Ｅに駅Ｐを出発させる。このような処理を行うことで、片線双方向運転という特
殊な運転パターンの下で整合性のとれた運行計画を作成でき、進路制御装置はこの運行計
画に従うことで、平常時と何ら変わることなく現場システムに対する制御指示を発行でき
る。
【００７６】
　次に、障害回避運転を終了する時刻を決定する処理について説明する。
【００７７】
　図７Ｄは、障害回避運転を終了する時刻を決定する処理を示すフローチャートである。
まず、運転整理装置１７は、指令員が入力した終了希望時刻を、障害回避運転の終了予定
時刻として設定する（ステップＳ３０１）。
【００７８】
　次に、運転整理装置１７は、ステップＳ３０２～ステップＳ３０５の処理を実行し、そ
の際に終了予定時刻が更新されていれば、ステップＳ３０２から再び処理を繰り返す。
【００７９】
　ステップＳ３０２においては、運転整理装置１７は、障害回避運転（片線双方向運転）
の終了予定時刻に、障害回避運転範囲内を走行する全列車を抽出する。
【００８０】
　更に、運転整理装置１７は、ステップＳ３０３～ステップＳ３０４の処理を抽出された
列車の分だけ繰り返す。ステップＳ３０３では、運転整理装置１７は、今回のループで処
理の対象となっている列車が、本来走行する線路とは異なる線路を逆走しているか否か判
定する。当該列車が逆走していれば、運転整理装置１７は、当該列車が当該区間の終端駅
に到着する時刻を、終了予定時刻に設定する（ステップＳ３０４）。
【００８１】
　ステップＳ３０５では、運転整理装置１７は、今回のステップＳ３０２～ステップＳ３
０５のループにおいて、終了予定時刻が更新されたか否か判定する。終了予定時刻が更新
されていれば、運転整理装置１７は、ステップＳ３０２に戻って処理を繰り返す。終了予
定時刻が更新されていなければ、運転整理装置１７は一連の処理を終了する。
【００８２】
　上述の例では、上の処理により、障害回復運転の終了予定時刻が図７Ａのハッチングの
終了位置から図７Ｂのハッチングの終了位置に修正される。
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【００８３】
　次に、障害が復旧したときの指令員の操作と運行管理システム１０の動作について図８
Ａ～８Ｂを参照して説明する。
【００８４】
　例えば車両故障の障害が回復した場合、指令員はイベント情報を編集することにより、
障害の回復を運行管理システム１０に入力する。その障害に対して障害回避運転が実施さ
れていれば、障害情報管理装置１６が、障害回避運転を実施したときに、その障害と障害
回避運転とを互いに関連付けている。障害情報管理装置１６は、回復した旨が入力された
障害に障害回避運転が関連づけられているか否か判定する。障害と障害回避運転が関連づ
けられていれば、障害情報管理装置１６は、その障害回避運転を解除するか否かを指令員
の確認を指令員に促す。
【００８５】
　図８Ａは、指令員が障害の回復を入力するときの画面表示の一例を示す図である。指令
員が列車スジ画面１３上に表示されている障害情報を表すアイコンに対して所定の操作を
加えることで障害の回復を入力すると、障害情報管理装置１６は、図８Ｂに示すように、
障害に関連づけられている障害回避運転である片線双方向運転を解除するか否かの選択を
指令員に促す画面をポップアップによって表示する。
【００８６】
　図８Ｂは、列車スジ画面１３から障害回避運転を終了するか否かを指令員に問い合わせ
る画面の表示例を示す図である。
【００８７】
　ここでは、車両故障という障害の障害情報に関連して実施されているイベントとして片
線双方向運転があるとしている。障害情報管理装置１６は、回復を入力する所定の操作が
行われた障害の障害情報に関連づけられた片線双方向運転を終了させてよいかどうかの確
認を促すため、図８Ｂに示すような画面を表示するようにＨＭＩ１１に対して指示する。
図８Ｂの表示に対して、指令員がＹＥＳを選択すると、障害情報管理装置１６は、片線双
方向運転というイベントを終了し、通常運転に戻すためのダイヤ変更計画を作成するよう
運行整理装置１７へ指示する。
【００８８】
　上述したように、障害に関連して何らかのイベントを実施した場合、障害情報管理装置
１６は、その実施したイベントの情報を障害情報に関連付けて記録しておけばよい。例え
ば、図４に示した障害情報に、その障害情報に関連して実施したイベントを追加記載して
おくことにしてもよい。そして、例えば、障害情報管理装置１６は、障害のイベントを表
わすアイコンが選択され、そのイベントの終了が入力されると、障害情報のテーブルを参
照してその障害に関連付けられている障害回避運転のイベントを抽出し、その障害回避運
転を終了してよいか確認を促す画面を表示する。
【００８９】
　なお、ここでは障害が復旧したことが入力されたときに、障害回避運転を解除するか否
かを問いかける例を示したが、それ以外のタイミングで障害回避運転の解除を問いかけて
もよい。
【００９０】
　例えば、障害回避運転の予定終了時刻に達し、その時点で障害が既に取り除かれている
場合、障害回避運転を解除するか問いかけてもよい。また、障害回避運転の予定終了時刻
前に障害を消去した場合、障害回避運転を解除するか問いかけてもよい。また、障害回避
運転の予定終了時刻に近づいた時点で障害が残っている場合、障害回避運転を延長するか
否かを問いかけてもよい。その問いかけに指令員が応答せず放置した場合に自動的に所定
のｎ分単位で障害回避運転を延長し、その延長期間の後に再び問いかけることにしてもよ
い。また、その延長期間を、列車運行計画上、障害回避運転を終了することができる時刻
までとしてもよい。また、障害回避範囲の全体について障害回避運転を解除できない場合
に、障害が残っている位置に基づいて、新たな始端駅あるいは終端駅が設定可能か否かを
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判定し、可能であれば範囲を変更することにしてもよい。その場合に障害回避運転の予定
終了時刻を上記延長と同様にして決めてもよい。また、その場合に新たな障害回避運転範
囲を設定することで駅の番線に取り残される列車があれば、その旨の警告を発することに
してもよい。また、例えば、仮想番線への割当てがなくなる物理番線に列車が在線してい
れば警告が発せられることとなる。このように、イベント情報とそれに対する障害回避運
転を組み合わせて管理することで、例えばイベントが終了したあとに列車運転のパターン
を適切に戻す操作が行われず、列車運行に支障が生じるといった問題を防止できる。
【００９１】
　次に、片線双方向運転を終了し、通常運転に戻す処理について図９Ａ～図９Ｃを参照し
て説明する。
【００９２】
　図９Ａは、片線双方向運転から通常運転に戻すときの列車運行計画による列車ダイヤを
示す図である。
【００９３】
　片線双方向運転の終了が入力されると、運転整理装置１７は、その時点で本来の線路と
逆方向に走行している列車があるかどうか調べ、あれば、その列車が片線双方向運転の終
端駅に到着してから、その列車と反対向きに走行する列車を、図９Ａに示すように、片線
双方向運転を行っていた区間に進入させるようなダイヤ変更計画を作成する。一方、本来
の線路と逆方向に走行している列車がなければ、運転整理装置１７は、その列車と反対向
きに走行する列車を即座に片線双方向運転を行っていた区間に侵入させるようなダイヤ変
更計画を作成する。
【００９４】
　図９Ｂ、図９Ｃは、片線双方向運転から通常運転に戻すときの他の列車運行計画につい
て説明するための図である。図９Ａの例では、列車３Ｂが本来走行する線路と異なる線路
を走行中のため、列車４Ｅは列車３Ｂの駅Ｄ到着まで駅Ｄを出発することができず、駅Ｄ
から駅Ａへ向かう列車が長時間走行できなくなっている。
【００９５】
　一方、他の例では、このとき、障害発生により使用不可能となっていたもう一方の線路
を使用して、反対向きに走行する列車も直ぐに片線双方向運転を行っていた区間への進入
を可能にする。
【００９６】
　障害が復旧すれば、使用不可能となっていたもう一方の線路もすでに使用可能となって
いる。そこで、他の例では、運転整理装置１７は、列車４Ｅにこの線路を使用させる、す
なわち列車３Ｂと列車４Ｅのいずれも、本来使用する線路と逆方向の線路を使用するよう
に列車運行計画を変更する。
【００９７】
　図９Ｂに示すように、運転整理装置１７は、列車ダイヤの変更を指示することが可能な
メニュー画面を表示する。ここでは、列車４Ｅを個別に指定して、列車４Ｅのみを逆線走
行させる変更の例を示す。実際には、さらに他の例として、駅Ｄから駅Ａに向かう列車す
べてを逆線走行させるような列車運行計画の変更も可能である。その場合は、図６Ａの例
と同様にして範囲と時間帯を指定すればよい。
【００９８】
　図９Ｃは、列車３Ｂと列車４Ｅの両方逆線走行させた場合の列車ダイヤを示す図である
。列車４Ｅも逆線走行させることにより、全体の列車ダイヤの復旧が早まっている。なお
、図９Ｃでは、列車５ｃに対しても逆線走行を指示した場合を示している。
【００９９】
　次に、番線の割当てを変更することにより、障害が発生している箇所を迂回する例につ
いて図１０Ａ～図１０Ｃを参照して説明する。
【０１００】
　図１０Ａは、ある駅で列車が故障したときの在線画面の表示例を示す図である。図１０
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Ａは、駅Ｙの１つの番線上で列車３Ｂが故障した例を示している。ここで、障害を表すア
イコンに対して所定の操作を加えることで、番線の割当てを変更しようとしている。
【０１０１】
　図１０Ｂは、番線の割当てを管理するためのテーブルを示す図である。番線は「仮想番
線」と「物理番線」の２つの番線情報により管理されている。仮想番線は、下り列車の１
番線として使用する番線、上り列車の２番線として使用する番線、といった役割上の区分
を表している。物理番線は、実際に列車が進入する位置の識別を現す物理的な番線を表し
ている。運転整理装置１７は、図１０Ｂに示すように、この仮想番線と物理番線の組み合
わせを変更することで、特定の物理番線を使用しないこととするようなダイヤ変更計画を
作成することができる。
【０１０２】
　さらに特に、運転整理装置１７は、典型的な割当て変更を予めパターン化してパターン
情報を予め保持しておくことにより、指令員は番線割当て変更を簡単な操作で実行できる
ようになる。例えば、物理番線１番線の使用不能時には、物理番線の２番線を、仮想番線
の下り１番線として使用する、といったことを予め決めておき、その変更のパターン情報
を予め保持しておく。そして、実際に物理番線の１番線上で列車が立ち往生した場合のよ
うにその番線が使用できなくなると、指令員は、その保持しておいたパターン情報を呼び
出して適用することで容易に割当てを変更することができる。これにより、パターンに該
当するような障害が発生した場合には、直ちに番線の割当てを変更し、列車の運行を継続
することができる。
【０１０３】
　また、運転整理装置１７は、割当て不可能な組み合わせを事前に割り出し、その割当て
不可能組み合わせ情報を予め保持しておくことにしてもよい。指令員が手動で番線の割当
て設定を入力すると、運転整理装置１７は、割当て不可能組み合わせ情報を参照し、入力
された設定が実施可能か否か判定する。これにより、不適切な番線の割当てを行うのを防
止することができる。
【０１０４】
　図１０Ｃは、仮想番線と物理番線を用いた列車ダイヤ情報の一例を示す図である。ダイ
ヤ管理装置１４は、列車ダイヤ上で規定される番線には、基本的に仮想番線を使用する。
そして、図１０Ｂに示したように、仮想番線に割り当てる物理番線を変更することによっ
て、当該駅を使用する全ての列車の番線割当てを一括で変更することができる。
【０１０５】
　さらに、図１０ＣのＮｏ.８、Ｎｏ.９に示すように、列車ダイヤ上で個別の列車に物理
番線を規定することができてもよい。ダイヤ管理装置１４は、列車ダイヤ上で物理番線が
設定されているときには、図１０Ｂに示した駅単位での一括の割当てよりも、列車個別の
割当てを優先する。それにより、列車個別の番線割当ての変更を行うことが可能となる。
なお、その場合、運転整理装置１７は、列車個別の割当てと駅毎の一括の割当てが整合し
ているかどうかを確認し、整合しなければ指令員に注意を喚起することにしてもよい。そ
うすることで、列車個別の割当てと駅ごとの割当てが不一致、あるいは矛盾している場合
、列車スジ画面上に警告アイコンを表示するなどにより、指令員に注意を促すことができ
る。例えば、物理番線と仮想番線の設定が矛盾している場合や、駅に対する設定と列車に
対する設定が矛盾している場合などには、指令員に注意を促す警告アイコンが表示する等
が考えられる。これにより、進路の構成ができずに列車運行が止まってしまうような不適
切な運行計画が作成されることを、未然に防ぐことができる。
【０１０６】
　次に、運転経路の変更入力について説明する。上述した片線双方向運転もこの運転経路
変更の一例とすることもできる。図１１には、下り通過列車の運転経路を、在線画面１２
の線形図上でのマウスのドラッグ等によって指定する様子を示している。
【０１０７】
　例えば、上り列車と下り列車を同じ線路上に設定すると、運転整理装置１７は、その部
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分は片線双方向運転を適用するものと判断し、そのようなダイヤ変更計画を立案する。各
運行形態のパターンについて、ここに運転経路を指定することで、片線双方向運転の他、
複線同方向運転、上下線入換え運転など、さまざまな経路変更を柔軟に実施可能となる。
【０１０８】
　また逆に、片線双方向運転、上下線入換え運転といった典型的な運行形態のパターンに
ついては、上り列車および下り列車をどの駅でどの番線に割り当てるかを予め規定してお
き、運転整理装置１７がその設定情報を予め保持しておくことにしてもよい。これにより
指令員が適用したい運行形態を選択することによって、図７Ａ～図７Ｄや図９Ａ～図９Ｃ
に示した障害回避運転を容易に実施することが可能となる。これにより、パターンに該当
するような輸送障害が発生した場合には、ただちに運行計画を変更し、列車の運転が見合
せとなる時間を最小化できる。
【０１０９】
　図１２は、障害発生に関連してシステム上でやり取りされる様々な情報をテキストで時
系列に表示した例を示す図である。
【０１１０】
　運行管理システム１０は、列車名や駅名等の可変部分を含む文章フォーマットを予め規
定しておき、指令員等の操作入力、あるいはそれに対してシステムが行った演算の結果に
基づき、可変部分に記載すべき情報を決定する。
【０１１１】
　図１２の最上段に表示されている７：５３の障害発生情報入力は、「〇〇指令」の記載
により、指令員が行った操作に基づき生成された情報であることが示されている。運行管
理システム１０は、指令員の入力に基づき、障害が発生した列車、障害が発生した位置、
および障害が発生した時刻を決定し、可変部分に記載して図１２の最上段テキストデータ
を生成する。
【０１１２】
　また、図１２の上から２段目に表示されている７：５３の障害影響範囲特定は、「シス
テムによる自動計算」の記載により、運行管理システム１０による自動計算に基づき生成
された情報であることが示されている。運行管理システム１０は、自動計算で得た、列車
抑止範囲（警告対象駅）、注意喚起範囲（注意対象駅）を可変部分に記載し、図１２の２
段目のテキストデータを生成する。
【０１１３】
　また、図１２の４段目に表示されている８：１０の障害原因判明は、「列車１Ａ乗務員
」の記載により、列車１Ａの乗務員が発見した原因を端末から入力した情報であることが
示されている。乗務員が端末から、障害の原因、障害となっている列車が自走可能か否か
、といった情報を入力すると、運行管理システム１０は、それらの情報を可変部分に記載
し、図１２の４段目のテキストデータを生成する。
【０１１４】
　運行管理システム１０は、完成させたテキストデータを、他の指令員、各駅の駅員、ま
たは関係列車の乗務員等が利用している端末へ配信する。これにより、どのような障害が
発生し、その障害に対してどのような対応を行ったかといった時系列の状況を複数の関係
者間で共有することができる。
【０１１５】
　その際のテキストデータの作成およびその配信は運行管理システム１０が自動的に行う
ので、運行管理システム１０の指令員は情報を発信するために特別な操作入力を行う必要
が無い。指令員は、これまでに述べたような障害に対する対処のための操作を行うだけで
自然と他の関係者に情報が配信される。そのため、指令員の行うべき作業が増えることは
なく、より多くの情報を共有することができる。これにより指令員は、発生した事象に対
する対応策を迅速かつ適切に判断することができ、列車運行の乱れを最小化することがで
きる。
【０１１６】
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　なお、ここではテキスト形式のデータを配信する例を示したが、これに限定する必要は
ない。他の例として、運行管理システム１０は、図表、画像などのデータを生成し、配信
することにしてもよい。
【０１１７】
　次に、時系列に蓄積された情報をフィルタリングする機能について説明する。運行管理
システム１０は、時系列に様々な情報を蓄積し、その情報を様々な条件によってフィルタ
リングする機能を備えている。例えば、障害発生の情報だけを抽出するとか、遅延を示す
情報だけを抽出するとか、ダイヤ変更に関する情報だけを抽出するとかいったフィルタリ
ングが可能である。
【０１１８】
　運行管理システム１０は、各情報を生成し蓄積しまた配信するとき、各情報に対してタ
グ情報を付与しておく。運行管理システム１０および情報配信を受ける端末は、その情報
を閲覧するとき、タグ情報を利用したフィルタリングにより所定の条件にあった情報だけ
を抽出し、表示すればよい。
【０１１９】
　図１３Ａは、フィルタリングの条件として、時間、発信者、情報の分類を規定する画面
表示の一例を示す図である。図１３Ｂは、フィルタリングにおいて、情報の分類をボタン
操作で選択可能とした画面表示の一例を示す図である。簡単な入力方法によって条件を入
力することができるようにしておくことにより、例えば駅員が小型の携帯端末で所定の条
件にあう情報だけを抽出して閲覧するとき、必要な情報を素早く閲覧することが可能とな
る。なお、図１３Ｂでは、ボタン上に文字列で条件を表示しているが、これに限定する必
要はない。他の例として、ボタン上に条件を容易に把握できるような適当な図形等を表示
すれば、フィルタリングの操作をさらに直感的に行うことができるようになる。
【０１２０】
　上述した本発明の実施形態および実施例は、本発明の説明のための例示であり、本発明
の範囲をそれらの実施形態および実施例のみに限定する趣旨ではない。当業者は、本発明
の要旨を逸脱することなしに、他の様々な態様で本発明を実施することができる。
【０１２１】
　例えば、本実施形態および実施例では、障害回避運転の例として、片線双方向運転を示
したが、本発明がこれに限定されることはない。他の例として、下り線路に上り列車を走
行させ、上り線路に下り列車を走行させる上下線逆転運転、複数の線路に同一方向例えば
上り列車を分配して走行させる複線同方向運転なども可能である。
【０１２２】
　また、本実施形態および実施例では、障害の例として、駅と駅の間を走行している列車
の故障を示したが、本発明がこれに限定されることはない。他の例として、転てつ器の故
障、停車中列車の故障等により特定番線が使用不可になった状態、ホームに上がるエレベ
ータの故障など、駅の設備の故障も考えられる。こういった障害の情報も在線画面１２お
よび列車スジ画面１３上に表示することが可能である。
【符号の説明】
【０１２３】
１０…運行管理システム、１０Ａ…表示部、１０Ｂ…処理部、１０Ｃ…記憶部、１０Ｄ…
操作部、１２…在線画面、１３…列車スジ画面、１４…ダイヤ管理装置、１４ａ…記憶部
、１５…進路制御装置、１５ａ…記憶部、１６…障害情報管理装置、１６ａ…記憶部、１
７…運転整理装置、１７ａ…記憶部、１８…ネットワーク、２０…現場システム、３０…
現場設備
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